
令和４年度 第２回草津市総合教育会議

【テーマ１】草津市の幼保小接続の取組について

子どもの生きる力を育む
幼保小接続

学校教育課・幼児課



１．幼保小接続とは
２．国の取組・事例
３．草津市の取組
４．成果
５．課題
６．今後について

本日の御説明内容



小学校での成長が不十分になる

幼児期の成長を生か
して、資質・能力を
十分伸ばしていく

１．幼保小接続とは

どう育っていくか

ど
う
生
か
す
か



２．国の取組・事例



「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」
（文部科学省）

【目的】幼保小接続期の教育の質的向上

【内容】「架け橋期」（５歳～小学校１年生）のカリキュ
ラム開発や研修の実施。

【対象】令和４年度から全国１９自治体でモデル地域を指
定。（３年間）
各地域や施設が創意工夫を生かして取り組む。
※滋賀県・・・彦根市城東小学校区がモデル学区



３．草津市の取組

①接続期カリキュラムの策定（H２８）と各校園での実践



学びに向かう力

人とかかわる力

生活する力

～生きる力の基礎～



子どもが試行錯誤できる環境

・探求、挑戦できる環境
➡体験と学びをつなぐ教材

・可塑性のある遊び
・驚いたり、発見したり、考えたりできる
体験



学びに向かう力



人とかかわる力



生活する力

生活のルールを
自分たちで考え
守る！
（みんなが過ご
しやすくなるた
めに）





保育・教育がつながる

散歩

太鼓の音に合わせ
て自由に動く
（表現遊び）

海を泳ぐイメージで
体を動かす
（表現遊び）

海のイメージで
絵の具遊び
（表現遊び）

図画
工作科

体育科

地域の畑で
いもを育てる

生活科

音楽科
算数科

国語科



確かな学力

豊かな人間性

健康・生活

～生きる力～



小学校での実践

スタートカリキュラムを
生かした各校での

教育実践

ロッカーの片付け方に
ついての視覚支援を行
行う。

教師が手本を見せ、子どもたちがそれを真似るこ
とで安心して活動に取り組めるようにする。

クイズやゲームを取り
入れ、学習への楽しさ
や親しみを増す。



4月11日 4月12日 4月13日 4月14日 4月15日

穏やかな表情、笑顔で受け止める。

安心できる話し方、声のトーンで働きかける。

最後まで話を聞き、自分の話を聞いてもらえるという安心感が持てるようにする。

授業前（登校後、休み時間など）に学習準備を整える習慣をつける。

話を聞くときの姿勢（体の向き、目を見る、最後まで聞く　など）について確認をする。

1週間の振り返り（2週目につ
なげていきたいこと　など)

小学校スタートカリキュラム【3週間チェックシート】①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）小学校　（　　　　　）組　（記入者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接続中期（入学～GW）　に育みたい資質・能力
★ （知識及び技能の基礎）              　　  小学校の約束や集団生活マナーを理解し、安全に生活する。
★ （思考力、判断力、表現力等の基礎） 　 思いを表現したり、新しい知識を得たり、発見の楽しさを感じたりしながら学習する。
★ （学びに向かう力、人間性等）       　　  幼児期の経験を基にしながら、自分でできることや新たなことに取り組もうとする。

第1週目
4/11～4/15

子どもが安心して小学校生活
をスタートすることができる

安心感
受け止める

気持ちよく学校生活を送れる
ようにルールを知らせる

ルールの理解

スタートカリキュラム
【第１週目のポイント】

□１時間目の始めに、幼児期の教育でなじんだ活動を毎日帯状で取り入れることで、楽しく安心して遊びや生活が送れるようにする。
□４５分１単位という考えではなく、生活科を中心とし、子どもたちの気付きや意欲を大切にした授業を展開できるようにする。（１日の
学校生活の流れがわかるような掲示物を工夫する。）
□学校探検を通して、学校の施設に触れさせたり、様々な先生と出会わせたりすることで、小学校生活への円滑な導入を図る。

　（スタートカリキュラムを作成するときに、意識することができたら　□に　レ点を入れて確認してみましょう。）

チェック欄

意識できたら○をしてください。【チェックポイント】　　一日の終わりに、意識して取り組めたかチェックしましょう！キーワードテーマ

小学校での実践

今週は子どもたちが友だちと関
わりが少なかった。

来週は授業の中で取り入れよう。

長い時間、教師の話を聞くの
は難しそうだ。途中で手遊び
を取り入れてみよう。

幼保小接続についての必要感が増した



３．草津市の取組

②接続期研究会での研修

研究指定校での公開授業と研究会（R4山田小学校）

研究指定園での公開保育と研究会（R4山田こども園）

③外部講師による夏期合同研修会
（鳴門教育大学大学院 木下 光二 教授）
演題：「遊びと学びをつなぐ円滑な接続に向けて」



４．成果

自身の教育の改善

校種を越えた取組

接続に関する
保育者・指導者の
意識の向上



４．成果 研修会参加者の声

授業や保育を見合いたい。

互いの実践を交流したい。

地域ごとで校園所がもっと結びつきたい。

幼保小をつなぐ役割を担任以外で位置付けてほ
しい。



５．課題

①就学前教育・保育施設と小学校との結び
つきが弱い

②互いの教育・保育のつながりを意識した
取組を組織としてできていない



６．今後について

②市主催・中学校区ごとの研修会の実施【拡大】

目指す姿の共有

③外部講師による夏期合同研修会【継続】

保育者・指導者の資質向上

①接続を推進する体制づくり【新規】

中学校区での結びつきを強める



幼児期の成長を小学校へと引継ぎ、「生きる
力」につながる資質能力を伸ばしていく。

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」

学びに向かう力
人とかかわる力
生活する力

確かな学力

豊かな心

健やかな体

生
き
る
力

【幼児期】 【小学校】

６．今後について



研究会の全体運営・進行・共通理解
保育所・認定こども園長代表、小学校長代表

幼児課、学校教育課

◎公立小学校 １４校
◎研究協力校(１校）
・公開授業・研修会
◎研修会

◎公立保育施設 １３施設
◎研究協力園（1施設）
・公開保育・研修会
◎研修会

就学前教育・保育施設

リーダー会議

学びをつなぐ幼小接続

小学校

幼小接続期研究会

６．今後について 現在の推進体制



（仮称）草津市 幼保小接続推進会議

全体運営・研修会の開催
中学校区代表（就学前教育・保育施設：６名）
中学校区代表（小学校：６名）

幼児課、学校教育課

（仮称）幼保小接続推進代表者会議

６．今後について

高穂中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

草津中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

老上中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

玉川中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

新堂中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

松原中学校区
（仮称）
幼保小接続推進会議

＊代表校・園による
授業・保育の公開

＊研究協議

＊実践の交流

小学校14校＋公立保育施設13施設＋民間保育施設26施設＋民間幼稚園5施設

～学びをつなぎ、「生きる力」を育む幼保小接続を推進する～

今後の体制（案）



ありがとう
ございました


